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「手と手を取って 未来へ世界へ」

日本とベトナムの外交関係樹立50周年を日本人コミュニティー一丸となって取り組むべく、官民合同の日越外交関係樹
立50周年日本側実行委員会を、2022年4月に立ち上げました。その後、実行委員会は、「手と手を取って 未来へ世界
へ」をテーマとし、50周年を、単なる祝賀事業ではなく、これまでの50周年の軌跡を振り返るとともに、次の50周年を視
野に入れて、日越両国の関係を、未来に、そして世界に向けて飛躍させるための礎を築く事業としていくことをコンセプト
として取り組んで参りました。

さらに、50周年事業の実施にあたり、日越関係の発展のベースとなっている人と人との共感・共鳴を大切にし、日越双
方からすべての有志が参加し、対等な立場で一緒に作り上げる参加型とすることや、あらゆる分野、レベルの人が貢献し、
楽しめるような包括的な事業とすることを目指して参りました。

このため、日越関係の重要性や人と人とが共感し、共鳴することをより多くの人に発見してもらい､日越関係の未来への
更なる可能性に光を当てるテーマ広報や実行委員会主催事業、50周年認定事業などの宣伝を通じたエンゲージメント広報
を行うため、50周年記念特設サイト、50周年記念Facebookを立ち上げ、様々なコンテンツの制作・配信等を通じた広報事
業に力を入れて取り組みました。

実行委員会の主催事業としては、日越関係の可能性を再認識するための未来志向の経済セミナーなどを開催いたしました。
加えて、大型事業から草の根の交流活動まで、日越間の相互理解を深め、友好を促進する事業を幅広く募集し、50周年事
業と認定し、皆で50周年を盛り上げていくとともに、若者世代を含めたあらゆる人たちの参加を促し、日越関係に関わる
人の裾野を広げていくため、草の根の活動に光を当てた小規模支援事業も実施しました。

また、50周年事業のコンセプトである参加型、包括型となる周年事業を推進するため、ベトナムの幅広い地域のより多
くの皆さまに直接ご参加頂き､楽しんで頂く日越50 周年事業の開催も目指していくこととし、各地域で在留邦人社会の中心
的役割を担っている在ベトナム各地の日本商工会議所の提案事業も多数実施いたしました。

更に、これら実行委員会で実施してきた50周年事業を含め、日越関係に関わる人々の活動の記録や資料などを集約した
データベースを構築し、次の50周年を創る世代が日越関係の重要性や両国のつながりを再認識、再発見できるアーカイブ
サイトを立ち上げました。

これらの活動を実施するため、経団連日越経済委員会委員長会社様に設置いただいた日越外交関係樹立50周年支援委員
会を通じて多くの日本企業の皆さまにご協力いただきました。改めて心より御礼申し上げます。

本事業報告では、日越外交関係樹立50周年日本側実行委員会の活動概要を御報告申し上げます。



50周年記念特設サイトの立ち上げ、50周年記念Facebookを通じた情報コンテンツの発信

50周年ロゴマークの作成
多くの人に50周年への関心を高めてもらい、50周年事業に参加していることの一体感を感じてもらう
ことを目的にロゴマークを一般公募、一般投票で選定しました。約270ものデザインを応募頂き、約
5,700の投票で選ばれたデザインは、日本とベトナムの国旗の色である赤をベースに、日本の桜、ベト
ナムの蓮の花のピンクをモチーフとして、50周年を表す5と0の交わりで、互いの交流と手と手をとっ
て共に歩んでいくイメージを表現されたものです。

2022年11月13日、カンボジアで開催された日越首脳会談において、岸田総理及びチン首相によりロゴ
マークが発表されました。50周年ロゴマークは、日ベトナムの多くの関係者の皆様に御使用いただきま
した。

50周年記念特設サイト、50周年記念Facebookを立ち上げ、実行委員会の発信拠点とし、日越関係の重
要性や人と人とが共感し、共鳴することをより多くの人に発見してもらい､日越関係の未来への更なる
可能性に光を当てるためのテーマ広報や実行委員会主催事業及び50周年認定事業の宣伝を通じたエン
ゲージメント広報を行うため、様々なコンテンツの制作・配信等を通じた広報事業を行いました。

Facebookのフォロワー数、リーチ数共に目標値を越え、2023年12月末段階で、それぞれフォロワー数
22,923（目標達成率：104.1％）、リーチ数13,480,055（目標達成率：146.5％）まで達し、日本と
ベトナムで大変多くの方にアクセスいただき、関心を持っていただきました。

50周年キービジュアルの制作
50 周年事業のテーマとコンセプトを体現したロゴマークのデザインをベースとしたキービジュアルを
制作しました。50 周年記念ロゴマークに対してさらに親しみを持って頂けるよう、また、日越外交関
係樹立 50 周年をより多くの方々に知って頂けるよう、記念特設サイトのトップ画面、スタンディン
グバナー、ポスターなどに活用しました。

プロモーションビデオの制作
50周年事業が始まることを多くの方々に知って頂き、50周年事業のテーマとコンセプトを伝えていく
ためのプロモーションビデオを、人気Youtuberであり女優の中谷茜理さんをナビゲーターにお迎えし、
ホイアンを舞台に制作しました。

歴史、経済、文化、食、そして人と人との出会いをモチーフとして、日本とベトナムが、長い歴史の中で
様々な分野で重なりあい、共感・共鳴を深めてきたこと、そして、その中に更なる発展の可能性を秘めて
いることを、ご覧いただいた方に発見し、再認識していただく目的で制作しました。



歴史まんが「アニオー姫 ～海を越えたプリンセス～ 」
両国の歴史は、日本とベトナムが深い関係であることの証であり、その証を多くの人々に伝え、
日越関係の重要性・必然性を感じてもらえればと、日本でもベトナムでも子供から大人まで幅
広い層に愛されている「まんが」を通じて、歴史をわかりやすく伝えていこうというプロジェ
クト。

別途制作が進められていたオペラ「アニオー姫」を原案として活用し、漫画家東村アキコ氏の
特別描き下ろしとして実現しました。

ウェブ版と冊子版を作成し、ウェブ版は50周年ウェブサイトで無料配信しました（冊子版は
15,000冊印刷しました。。

ダナンフェスティバル ホイアン日本祭り2023 日本文化祭「ミニフエ」 ファン・ボイ・チャウ高校

ストリートフード・ハーモニー
日越両国間の類似性や親和性を示すものとして、両国の
「食」にフォーカスしたプロジェクト。

様々な広報コンテンツの制作・配信

冊子版は、ベトナム及び日本の両国内の教育機関や地方自治体、在京大使館や在京ベトナム人
組織へ配布した他、各地で開催された50周年記念事業に実行委員会としてまんが「アニオー
姫」紹介ブースを設置し直接配布し、実行委員会事務局メンバーが直接往訪してお届けもいた
しました。

日越両国のシェフ3人により、日越友好を表す新しい
フュージョンレシピを開発し、50周年記念特設サイトで
公開・投票を実施。11月12日にハノイで開催されたJCCI
日本祭り2023では、シェフ１人につき1品、多くの票を集
めた料理が来場者に提供されました。開発されたすべての
レシピはe-Bookとしてオンライン上で公開いたしました。



U40特別インタビュー
日本とベトナムの今を、そして未来を牽引する世代のみなさん
に光をあて、彼らの躍進を支えてきた日本との、あるいはベト
ナムとのエピソードを紹介するプロジェクト。

総勢57名に取材し（日本人30名、ベトナム人27名、男性36名、
女性21名）、50周年サイトで紹介し、FBで毎週１名ずつ投稿
しました。
秋篠宮皇嗣同妃両殿下が御訪越の際に、U40メンバーの一部と御
接見が実現。また、ベトナム航空機内誌「HERITAGE Japan」に
もインタビューの一部が掲載されました。

U40 Phase２企画として、U40特別インタビュー企画の参加者
の中から代表して6名の方々に、「二カ国での生活・交流を通じ
て共感したこと、その経験から未来への子どもたちへ伝えたい
メッセージ」をテーマにそれぞれの思いや意見を交わしてもら
うオンライン座談会を開催し、50周年サイトで紹介しました。

こども社会見学ツアー 「たんけんわたしたちのまち」
日越外交関係樹立50周年を記念し、未来の日越関係を担う上でとても
大切な存在である子どもたちに、日本とベトナムの関係に興味関心を
持ってもらうことを目的として、日頃立ち入ることのできない、自分た
ちの暮らす街の重要スポットを特別視察してもらうプロジェクト。

全部で以下の９箇所の施設への特別視察を実施し、延べ約400名の生徒
が参加しました。

日本大使館、ノイバイ空港、ホーチミン・メトロオペラハウス駅、バイ
マウ下水処理場、エースコック工場＠HCMC、日越大学日本祭、ビンフ
ン下水処理場、日本郵船・ホーチミン市内のコンテナヤード、日越大学

日本大使館

特別視察の様子は短い動画にまとめ、50周年サイトにも掲載し、オンラ
インでも視察体験していただきました。



日越外交関係樹立50周年記念ハイレベル経済セミナー
～未来に向けた日越経済関係の新しい可能性～

2023年3月7日 於：国際コンベンションセンター（ベトナム計画投資省との共催）

ソン外務大臣、山田大使からの開会スピーチに続き、「貿易・投資促進」、「教育訓練・人材協力」、「文
化・観光協力」をテーマとしたセミナーが開催され、日越双方から多くの関係者が出席した。会場では、ベ
トナム地方省と共に、日本企業や50周年実行委員会もブースを出展し、自組織の取組を発信。

Meet Japan
ベトナム地方省市と日本の交流促進のため、地方省市指導者、日越政府関係者（大使館やJETRO等の公的機関）及び
企業等が一堂に会するイベント。

実行委員会主催/共催事業

入山早稲田大学ビジネススクール教授をモデレーターとしたパネルディスカッションでは、DX、GXなどの未
来志向のテーマで活発な議論がなされた。

日越合わせて約250名が対面参加（日本側は約120名）。また、セミナー当日のオンライン視聴（再生回数）
は、1,600回以上。

チン首相、ズン計画投資大臣、フオン計画投資副大臣、アン商工副大臣
など、日本側からは、経団連日越経済委員会委員長、JICA理事長、JBIC
会長、など、各界を代表するハイレベルの方が出席。日越共同イニシア
ティブ第８フェーズの最終評価を行い、同イニシアティブの将来の在り
方についても議論。

2023年11月2日 於：ベトナム外務省新館（ベトナム外務省主催、実行委員会共催）

ベトナム省市の半数を超える39地方省市や企業関係者が参加。日本の参加者を合わせると総勢1,000人近くが
参加。

日越双方からハイレベルの政府関係者や有識者の登壇を得て、対等なパー
トナーとしての二国間関係の視点に立った上で、日越関係の次の50年に
向けて、日越双方に経済発展をもたらし得る様々なテーマの下で、未来志
向の両国間の経済関係の在り方、新しい可能性について議論する機会とな
るセミナーを企画・開催。



1ホイアン

3ホーチミン市

1ﾊﾞﾘｱﾌﾞﾝﾀｳ省

1チャビン省

支援対象事業(25件）

「参加型」「包括型」の50周年事業の実現に向け、若者世代
を含めたあらゆる人の参加を促し、日越関係に携わる人の裾
野を広げるため、主として草の根の小規模な事業を対象に、
資金的支援等を通じて事業実施を後押しする「小規模支援事
業」を実施。

小規模支援事業

地域別

200越北部

36越中部

102越南部

36複数地域

11ｵﾝﾗｲﾝ

78日本

実施期間別

432022年実施

3692023年実施

72024年実施

44長期案件

1ゲアン省

7フエ

3ダナン

ﾁｬﾋﾞﾝ省越日文化交流事業

日越大学50周年記念講義ｼﾘｰｽﾞ

つばさｸﾗﾌﾞ日本祭り（ﾀﾞﾅﾝ） 日本文化祭inﾊﾛﾝ大学

日越文化ｽﾎﾟｰﾂ交流会inｲｴﾝﾊﾞｲ省

50周年認定事業
50周年をできるだけ多くの人々と共に祝い、両国の交流を一
層促進するため、日ﾍﾞﾄﾅﾑ間の相互理解を深め、友好を促進す
る事業を50周年事業として認定し、50周年記念特設サイトの
イベントカレンダーで紹介してきました。

特別な1回限りのイベントや祭りに限らず、日頃からの継続し
た日越交流、友好親善に資する活動・取組、規模の大きいもの
から草の根のイベントまで、たくさんの申請をいただき、計
463件（ベトナム開催381件、日本開催82件）認定されました

２回募集を行い、合計113件の応募をいただき、実行委員会に
よる審査を経て、25件の事業に支援させていただきました。

実行委員会事務局メンバーは、多くの50周年認定事業や小規模支援事業
に参加させていただき、歴史まんが「アニオー姫」の紹介ブースを設置
し、まんがを直接お届けしたり、また、「潜入レポート」としてイベン
トの様子をFacebookで紹介させていただきました。

2022年後半からプレ50周年事業として認定を
開始。また、2023年度末となる2024年3月末ま
でに50周年事業として実施される事業も認定。

ミニフエ

6ハノイ

1ハロン

1イエンバイ省



ベトナム日本商工会議所

日越外交関係樹立50周年記念 フィナーレコンサート
協奏・『第九』の響きを世界へ未来へ

ダナン日本商工会議所

ベトナムで働く40歳以下の日本人、ベトナム人を対象に「50年後の理想的な社会を実現する為の協力のあり方」
をテーマに検討会を開催。環境、経済・産業育成等の分野に分かれて「50年後の目指す未来社会」について議論。
書道家青柳美扇氏による書道パフォーマンスも行われ、未来へのメッセージとして「絆」を揮毫いただきました。

50年後に実現したい社会像と実現に向けた日越の協力テーマ検討会
～ともに未来へ～
12月1日（金） 参加者：対面108人（日本人50人、ベトナム人58人）、オンライン約100人

日越外交関係樹立５０周年記念イルミネーション

50万個のＬＥＤライトによる桜と蓮をモチーフにしたイルミネーションの他、50周年ロゴのモニュメント
を会場の中心に設置し、50周年事業であることをアピール。

7月12日（水）～23日（日）約10万人が観覧。

ダナン日越文化交流フェスティバル、JCCIDワーキングスペース（ブース）設置
7月13日（木）～16日（日）3万5千人が参加したフェスティバル

JCCIDワーキングスペースとして20ブースを設置。日ベトナムの企業、地方公共団体、各種サービス業、地元飲食店など多数出店。50周年実行委
員会もアニオー姫まんがコーナーのブースを設置。

第１部：演奏曲：チャン・マイン・フン作曲オーケストラの為の小組曲セルリアン（空色）
指揮：ファム・ドー・フック、演奏：ベトナムユースオーケストラ

第２部：演奏曲：L.V. ベートーベン交響曲第9番ニ短調作品125「合唱付き」
指揮：本名徹次、演奏：ベトナム国立交響楽団
ソプラノ：ファム・カイン・ゴック、メゾソプラノ：花房英里子
テノール：芹沢佳通、バリトン：フック・ティ・エップ
合唱指揮：グエン・ハイ・イエン、合唱団：日越50周年記念特別国際合唱団

12月22日（金）（於：タンロン城跡）
日越両国が連携し、「音楽」の力で、若者が創り出す未来を表現。世界に友愛と平和の
メッセージを届けることを目指し、50周年イベントのフィナーレとして開催。

ベトナム各地の日本商工会議所提案事業



日越外交関係樹立５０周年植樹
11月24日（金）
JCCID事務局とダナン市各国友好協会連合会・越日友好協会が共同で50周年記念として企画。ダナン市及び
同市Lien Chieu 区の協力のもと、JCCID 所属企業を含む多数の日本企業が所在するLien Chieu 区人民委員
会庁舎前広場内にシュガーアップルを植樹。

日越外交関係樹立50 周年記念提灯祭り in ホイアン
12月11日（月）
16 世紀以降の御朱印船貿易時代の荒木宗太郎とアニオー姫の恋物語など日本とも歴史的なつながりが深く、
日越の交流の象徴的場所であるホイアンに、50 周年記念提灯ゲートを作成し、50周年フィナーレイベント
として点灯式典を開催。提灯ゲートはホイアン市に寄贈。

ホーチミン日本商工会議所

日フィル・カルテットによるチャリティーコンサート実施支援
9月5日（火）～9日（日）

日越外交関係樹立50周年を祝賀する日本フィルハーモニー交響楽団のカルテットによる音楽会の開催支援を
通して地元ベトナム人との日越文化交流事業を実現するプロジェクト。ダナン癌病院での入院患者への慰問
音楽会や、学校でのワークショップなど幅広い方に参加の機会を提供（ダナン３箇所、フエ１箇所、ホイア
ン２箇所）。

日越友好ソング「Tomodachi－Tình bạn」 みんなで歌おうプロジェクト

日越友好ソング「Tomodachi－Tình bạn」の参加型プロジェクトを通じて、より多くの子ども
たちに50周年の認知と日越友好のメッセージ、日越友好ソングの浸透を目指す。多くの子ども
たちが歌う機会を通じて、50周年終了後も引き継がれ、歌い継がれるレガシーとして、共に同
じ歌を歌った経験・記憶と、友好のメッセージを未来に継承するプロジェクト。

ベトナム5会場のイベントとオンラインを通じて、約800名もの子どもたちが参加。
代表者5名が選出され、日本在住のベトナム人や日本人の子どもたちと一緒に合唱イベントなど
交流イベントに参加。

未来ある若者たちとスポーツ大会（野球交流）
11月5日（日）（於San Tap Golf Da Phuoc）
日本から、柴田章吾（元巨人）、高森勇旗（元ベイスターズ）、吉村裕基（元ベイスターズ）の３名の元プロ
野球選他を招へいし、ベトナム中部のクラブチームや中学校、日本人駐在員、補習校生徒を対象に野球教室を
開催。約150名が野球教室に参加。



アーカイブ事業

実行委員会主催事業、地域提案事業、広報事業、50周年認定事業の記録、その他50周年記念行事等の関連記録を単にデータとして残すだけでは
なく、50周年終了後も活用され、次の50周年を創る世代がアーカイブを通じて日越関係の重要性や両国のつながりを再認識、再発見できるよう
にするため、50周年事業を通じて生まれたレガシーを後世に残すためのプロジェクト。

日越経済協力の象徴的案件であるハノイ国家大学日越大学と協力し、同大学の監修の下、50周年事業を入り口とし
て、その背景や関連する日越関係の情報にたどりつける仕組みとするため、50周年事業のジャンルを軸に、日越の
歴史、外交、経済、くらし・社会、文化・スポーツ交流、教育・研究などの広い領域をバランスよく取り上げると
いう方針で、サイトマップを策定。 2024年4月からは、日越大学に同サイトの管理・運用を引き継ぎます。

資金管理について

実行委員会の活動のためにご支援いただいた協賛金につきましては、実行委員会とは別に立ち上げた資金管理委員会において支出入につい
て管理を行いました。資金管理委員会にて作成した収支報告書及び実行委員会の監事にて行った会計監査を別添のとおり報告いたします。

アーカイブサイトURL：https://japan-vietnam-archive-vju.vn/ja/

11月3日、50周年記念シンポジウム「日越関係の過去・現
在・未来」の機会に、アーカイブサイトローンチ発表 アーカイブサイト

また、50周年事業においては、「アニオー姫」に関する様々な事業が、50周年の大きなハイライトの一つとして催
され、日越関係の歴史に残るプロジェクトとなりました。日越関係を象徴する「アニオー姫」の物語を、今回の50
周年で生まれたレガシーとして、未来を担う若い世代に継承していくことを目的として、安藤彩英子氏作の右漆画
「アニオー姫」を購入、日越大学に寄贈し、後世に遺して参ります。 漆画「アニオー姫」






